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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ～今月の各班の想い～ 

  

 
	  

 

	  

 
	  

 

 
 

	  

 

 
明けましておめでとうございます。2018年に入っても、サンだ 

いち班はみんな変わらず元気です！1月 9日にサンだいち班全員 
で東照神社へ初詣に行きました。天候にも恵まれ、新年の幕開け 

として素晴らしい日になりました。 

	 1月 20日には、毎年恒例のみぬまコンサートが行われました。 

たくさんのお客さんがいる中、サンだいち班の仲間たちもしっか 

りと参加することが出来ました。来年のゲストは誰になるのか、 
いまから楽しみです。(柿沼) 

 

明けましておめでとうございます。 
めーべ班今年の仕事始めは近くの神社へ初詣に行きまし

た。みんなでお賽銭を入れてお参りした後はカメラマンの

尾崎さんによる記念撮影がありとても楽しい初詣でした。 

先日の大雪のあと、集では庭の雪かきをみんなで行いま

した。なぜかみんな雪かきが好きなようで寒くても元気に

スコップを持ち雪をどんどん排水溝に流してくれました。

雪が溶けていく様子を見るのは何とも楽しいですね。 

（富崎） 

 

 

じゅうに 

サンだいち	
	

めーべ 

 

 

明けましておめでとうございます。 
毎年恒例になっているホームの近くの神社へお参りに今年も行きま

した。みんな仲間は今年どんな年になるのかなあと思いながら、し

ゃんしゃんと鈴を鳴らしたことでしょう。仲間が何度も赤い鳥居の

下をくぐっているのが印象的でした。 

新しい年になったということで、何だかウキウキしますね。今年

度は、櫻井さん、小南さんを迎え、更に賑やかなじゅうに班になり

ました。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。（大川） 
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	 	 打ち上げではとんでんでの外食後、岩槻にある	

久伊豆神社への初詣をおのおの堪能。打ち上げ	

から帰ってきた後、何人かで引いたおみくじに	

ついて分析をし合いました。やれ待ち人が来る	

だとか、旅行は控えた方が良いだとか。なかな	

か文章が難しくて、職員も読み解くのに一苦労。	

兎にも角にも、今年一年、みんなに良いことが	

起きるといいねという話でした（笑）。（小川）	
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新年明けましておめでとうございます。休み明け、みんな風

邪も引かず、「おめでとう」と元気に挨拶していました。そし

てもう一つの「おめでとう」と言えば、1 月生まれの誕生日の
仲間がアトリエ輪にたくさんいます。その誕生日には、朝の会

で必ず指揮者大串さんが前に立って指揮棒でリズムをとりま

す。それに合わせて、みんなでハッピーバースデーを歌い、お

祝いすることが定番となっています。大人になるとつい自分の

誕生日さえ忘れてしまうのに、毎年「おめでとう」とお祝いし

てくれる仲間がいるのは本当にうれしいと思います。（赤羽） 
 

きらっと 

あおぞら 

 

 

 

第一・第二ホーム合同でカラオケに行って来ました。トップ

バッターは伊藤さん。大きな栗の木の下でのぱらぱらバージョ

ンを元気よく踊って盛り上げてくれました。踊っている時の満

面の笑みはそれだけで明るく良い雰囲気を作ってくれます。各

自が歌いたい曲をどんどん入れていき、画面に表示される次曲

リストが見切れるほど予約が入って「まだかな、次かな」と心

待ちにしながら仲間の歌に耳を傾けます。歌って踊って、日頃

のお仕事の疲れを忘れて楽しんだ休日でした。（熊木） 
 

オレンヂホーム 青年隊 

 

明けましておめでとうございます。新

年は川口太陽から石久保さん、戸田くん

が成人を迎えます！本年も青年隊は忙

しくなります。総会、全体の打ち上げな

ど企画もあるのでお楽しみに！ 
今年も青年隊をよろしくお願いしま

す。（あおぞら：片波見） 

 



授産報告（１月）  
＜収入＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	 	 	 	 ＜支出＞ 

 
 
	  
 
 

 
 
 
 
 

種目  金額  摘要  

ウエス  15,000	 	 	 	   
織り  45,250	 	 	   
絵画  156,490  
詩  0  

古本・古着  0  
粘土製品	 	 5,000	  

ステンドグラス  44,000  

ダンボール作品	 	 	 	  0  
和紙・木工  0  
牛乳パック  9,500  
その他  0  

給与の為、通帳から

の繰入  

0  

前月からの繰越  5,498  
合計  280,738  

項目  金額  摘要  

賃金  267,850  
賞与  0  
材料費  0  
経費  0  
その他  0  

通帳への繰入  12,888  
作品展準備金  0  

合計  280,738  

～今月の新作～ 
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２月	 予定表 

 
 
 
 
	 新年、明けましておめでとうございます。 
年明け早々のイベント、みぬま福祉会支援

コンサートが1月20日に大宮ソニックシテ
ィで開催されました。毎年、太陽の家の仲

間達は東京室内管弦楽の生の演奏やゲスト

の方の歌声を楽しみに全員で参加していま

す。例年、コンサートの開演時間（15 時）
に合わせて出勤時間を調整し、10台以上の
施設車両に乗り合わせ、1 時間ほどかけて
川口太陽から大宮ソニックシティに移動し、

終了後は大宮ソニックシティから各家庭へ

送迎をし、すべてが終わるのは 20時を過ぎ
ます。コンサート自体の成功はもちろんで

すが、みぬまコンサートは太陽の家の仲間

達全員で出かける唯一のイベントです。職

員やボランティアさんも合わせると総勢

100名近くが 1日かけての外出となります。 

 
今年のコンサートの日は、天候にも恵まれ

道路状況も良かったこともあり、とてもス

ムーズに行えて、無事に仲間・職員が戻っ

てきたのを確認すると責任者としては、今

年も無事に終えて良かった…と安堵感があ

ります。 
	 コンサートは天候に恵まれて良かったの

ですが、1 月中旬からの寒波の影響で埼玉
県でも大雪が降りました。川口太陽の家・

アトリエ輪では、現在送迎便を川口市内を

中心に、さいたま、草加・越谷地域まで全

部で 11便運行しており、積雪のある日の朝
は交通渋滞や安全のため、送迎時間の遅れ

や状況によっては施設を休所することもあ

り、苦渋の決断をしなければいけません。 
	 「安心・安全」があってこその施設運営。

今年も、仲間たち・職員・家族、みんなが

健康で元気に過ごせることを願っています。 
（川口太陽の家：黒田） 

施設 法人・後援会 施設 法人・後援会

1 木 16 金 避難訓練

2 金 17 土 クラブ

3 土 クラブ 18 日 実践検討集会（県民活動センター）

4 日 19 月 代休

5 月 20 火 後援会役員会（川口太陽）

6 火 21 水

7 水 施設運営担当者会議 22 木

8 木 23 金 半日、PM 職員会議

9 金 半日、PM 職員会議 常任理事会 24 土 休み

10 土 休み 評議員会 25 日

11 日 26 月

12 月 27 火 家族会

13 火 暮らしの場学習会（青木会館） 28 水

14 水

15 木 成人・古希を祝う会（交流センター）

施設長より	
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＜インフォメーション＞ 

みぬま福祉会総合施設長の松本哲さんが、「川口太陽の家」に出

会って 35年間の中で、重い障害のある仲間たちと出会い格闘した
日々を、仲間たち、職員たちとのエピソード 20数編で綴るエッセ
ー的実践書として本になりました。ぜひご一読いただければと思い

ます。 
 
＊定価 1,800 円+消費税（144 円） 

+カンパ(56 円) 
＝2,000 円での購入になります。 
 
この本の売り上げは、現在みぬま 
福祉会が予定している、暮しの場 
の建設資金の一部にさせていただ 
きます。 
 
 
◎購入希望の方は、川口太陽の家（048-294-0955） 
までお問合せ下さい。 

 

色鉛筆(^・^)／ 
『人との出会いは必然』この事を今年度はとても強く感じている。男子と話す事が苦手で、極度に緊張してし

まう娘。吹奏楽部に所属しているばっかりに・・野球部主将他数名と野球応援について話し合うことになる。最

初はこの世の終わりの表情で登校していたが、少しずつ知り合っていくうちに、特に主将と絆が深まり、共通の

趣味・好きなものも重なって毎日ラインで色々な事を話したりして支えてくれている S 君のことを「信頼出来る
存在」だと言っている。父は 59歳の時倒れ、69歳から透析導入、73歳で経管栄養開始。何度となく「覚悟して
下さい」「何かあったらすぐ連絡します」状態になっても、医師、看護師が驚く位病に負けない。そんな父は今年

80歳。私たち家族を支え励ましてくれて「父ちゃん」と呼び私の父を献身的に支えてくれる病院スタッフの存在。
私自身が体調崩して休んでいても、待っていてくれる仲間たち。父の事で悩みくじけそうな時、私は何も言って

いないのにそっと背中をさすってくれたり「何か美味しいもの買ってくるよ」と声をかけてくれる職員の皆さん。 
やっぱり『人との出会いは必然』だと感謝の気持ちがわいてくる。だから私は今出来る事を一生懸命やろうと

顔が上がる。（きらっと：山内）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

昨年の台風が連続で来た時の事、夜に

強風豪雨のなか122号で帰宅中にバゴン
という音が…。大きな石でも踏んだか底

面擦ったか？と思い周囲を見回してい

ると猛スピードで車間をぬっていく車

が…。走行中に当て逃げされたのでし

た。気付いた時には放心状態で、次に思

った事はこういう時にドライヴレコー

ダーか、でした(夜間と豪雨でもう番号確
認が困難)。後悔先に立たずを実感した瞬
間でした。側面のドア 2 枚+αの裂傷、
保健を使いドア交換と板金で綺麗には

なりましたが、保健値上がりの痛い出費

です。皆様も夜間や悪天候の運転には気

を付け、迷うならドライヴレコーダーの

導入を！！(オレンヂホーム：小野田) 
 

 

 
＜おひさま編集委員＞黒田、大川、小嶋、津畑、鳥原、熊木、宮本ゆ 

 

～後援会からのお知らせ～ 
＜みぬまコンサート＞	 	  
今年のコンサートはいかがでしたか？当日は天

候にも恵まれ、東京室内管弦楽団の演奏、はいだ

しょうこさんの素晴らしい歌声と桑山哲也さんの

アコーディオンの演奏にとても感動し、大いに盛

り上がったコンサートになりました。 
 
【日程】 
・三役会	 	 	 ２／９	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・役員会	 	 	 ２／２０	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・学習運動	 	 	 	 	 	 	 	  
・広報部	 	 	 ２／５	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～	  

・事業部	 	 	 ３／６	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・コンサート	 ２／７	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・カフェ	 	 	 ２／２０	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
 

今年もインフルエンザが流行していますね。毎年この時期

になるとインフルエンザの話題がニュースになりますが、今

年はＡ型とＢ型が同時に流行したことでインフル患者が過去

最多だそうです。この５年間インフルエンザとは無縁だった

我が家も今年は流行に乗ってしまい（？）感染者が出ました

(>_<) 
この感染をきっかけに家族が次々ダウン。私以外の家族が

みんなインフルエンザに感染してしまいました。こんな事は

初めてです。看病しながら次は私の番？・・・と毎日ビクビ

クしていると看病生活10日目には私も体調を崩し病院へ。覚
悟を決め検査結果を聞くと、なんと『陰性』。驚きと同時にホ

ッとしました。 
我が家からインフルエンザ菌が消えるまで２週間。本当に長

く感じました。 
まだまだインフルエンザが猛威を振るっているので皆さん

も気を付けて下さいね。手洗い、うがいも大切ですが水分を

とって喉を潤すことも忘れずに！（事務：吉田） 
 

 

 


